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大山公民館だより【684 号】 

日田市大山公民館 

日田市大山町西大山 3600 番地 

ＴＥＬ：0973-52-3255 ＦＡＸ：0973-52-3315 

http://www.hita-k.org/oyama/ 

oyama-k@hita-net.jp  

ぎょう                しょう 

 自主学習教室が一部開催しています 

！ 

７月１８日（土）大山公民館主催の「大山っ 

子チャレンジ教室」第１講を大山ホールにて開催

しました。 

 本年度のチャレンジ教室受講生は小学校４・５・

６年生２１名、うち第１講に１４名が参加しまし

た。 

 絵本読み聞かせグループ「エホント」３名に「え

えことするのはええもんや」（著者くすのきしげの

り 挿絵ふくだいわお）ほか素適な絵本を読んで

いただきました。受講生は絵本を通して「自ら進ん

で行動する」「協力する」「最後までやり遂げる」こ

との大切さを学びました。 

 

 

大山っ子チャレンジ教室 
初心者スマホ講座受講生募集！ 

大山公民館では初心者向けのスマホ講座を開

催します。 

期 間 令和２年８月２６日（水）、 

２７日（木）、２８日（金）、３１日（月）、 

９月１日（火）の５日間 

場 所 大山公民館 

対象者 大山地区の成人の方（定員 10名） 

講 師 横尾 正治さん（日田市在住） 

参加料 1,000円（講座初日徴収します） 

申込方法 大山公民館に電話もしくはファック

ス（氏名・住所・電話番号記入）にて申込くだ

さい。 

（大山公民館 ☎52-3255 FAX 52-3315） 

第１講 絵本読み聞かせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきいき大学 

 

 【大山公民館 これからの予定】 

８月１日（土）大山っ子チャレンジ教室４年生「ステンシルエコバック作り」講師 塩月伊登美さん 

８月３日（月）大山公民館出張講座 

対象 南部老人クラブと南部自治会高齢者 

         内容 〇「交通安全講話」大山警察官駐在所 山野建志さん 

           〇「健康体操」健康運動実践指導者 新川美奈子さん 

         場所 まつばら館 

８月５日（水）いきいき大学 第２講「日本のアンデルセン久留島武彦の生涯」 

講師 久留島武彦記念館 金 成妍館長 

８月８日（土）大山っ子チャレンジ教室５.６年生「ステンシルエコバック作り」講師塩月伊登美さん 

８月１８日（水）大山っ子チャレンジ教室「水生生物調査」指導 日田市環境課 

８月１９日（水）女性セミナー講演「人生登山・下り坂からが面白い～１００年生きるということ～」 

        フリーアナウンサー 松本久美子さん（大分市在住） 

８月２６日（水）～９月１日（火） ５日間集中 初心者スマホ講座 講師 横尾正治さん 

９月５日（土）大山っ子チャレンジ教室「青年海外協力隊体験談」JICAデスク大分 井本望さん 

 

「自分の身は自分で守る、 
そして皆で助け合う！」 

第１講 防災講座 

７月１５日、大山公民館主催の高齢者学級「いき

いき大学」第１講を開催し会員１３名が参加しま

した。 

主に日田市民で構成されるボランティア団体

「チーム大分」代表の梅山忠信さんに講演してい

ただきました。テーマは「防災講座～自分の身は自

分で守る、そして皆で助け合う！」 

「チーム大分」は 2011年東日本大震災や 2016年

熊本地震の被災地に物と心の支援を続けており、

災害支援を通して感じた、災害時に起こすべき大

切な行動、避難所運営の在り方などを話しました。 

女性セミナー 

第１講 手話体験 

「手話体験と 
手話通訳を通して感じる人権」 

７月２２日（水）女性セミナー第１講として 

「手話体験」を行いました。 

 講師には大分県聴覚障害者協会の派遣により

日田市在住の梶原真由美さんをお招きしました。 

聴覚障がい者が災害時に困ること、新型コロナ

ウィルス対策マスクが聴覚障がい者に起こす困

難などに理解を深めたほか簡単なあいさつ、指文

字などを体験しました。受講生は手話で自己紹介

ができるようになりました。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「田中長者と財宝伝説」 

むかし、むかし中大山に田中長者という大金持ち

がいた。長者は一日仕事もせず朝寝、朝酒、朝湯が

大好きだった。そして、多くの使用人達には、朝ま

だ星が残っているうちから、夜は星がでるまでの

１日中働かせた。長者はますます大金持ちになっ

た。しばらくすると長者の家には災難が続き、凶作

の時にはよその家より被害が激しく日頃人使いが

荒いので誰も手助けをする人はいなかった。しだ

いに家運は傾いて行った。 

ぜいたくな暮らしに慣れてしまった長者は自分で

家を再建しようという気概も無かった。 

そのうち長者は病気となり、中大山の若宮川原の 

石の上で最期を遂げてしまったということだ。ま

た、田中長者の使い切れなかった金銀財宝はある

ところに隠し川下の田中淵にあった「ツバメ石」の

水際根元にそのありかを示す文字を刻んでいた。

それは「朝日さす 夕陽輝く山里に 七つ結びて 

置き給う 向いの原の 柊（ヒイラギ）の元」と書

かれてあった。 

田中長者が亡くなった石は「寝がた石」「寝床石」「長者石」と言われて、現在、川から旧矢羽田家住宅

の裏に移転されている。また、田中長者の財宝は田中淵にあった「ツバメ石」が護岸工事で無くなり財宝

は今どこあるかは解からなくなっている。           参考資料：「大山町誌」「大山の文化財」 

 

大山の文化財 

長者石 

田中淵 

館
長
の
一
日 

 

公
民
館
長
に
な
っ
て
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ

の
間
大
山
公
民
館
に
い
ろ
い
ろ
な
方
来
ら
れ
お
話

を
伺
い
ま
す
。
話
が
終
わ
る
こ
ろ
出
て
く
る
言
葉
が

「
む
か
し
は
よ
か
っ
た
ね
」
で
す
。 

大
山
町
の
人
口
構
成
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
子
供
た
ち
の
人
数
が
極
端
に
減
少
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
小
学
校
の
生
徒
は
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
総
数
で
９
８
名
で
す
。
ち
な
み
に
今
年
の
１

年
生
は
８
名
の
入
学
で
し
た
。
中
学
生
が
全
部
で
６

４
名
で
す
。 

こ
の
数
字
を
見
て
、
ま
ず
、「
１
年
生
は
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
も
で
き
な
い
」
「
中
学
生
の
１
学
年
２
０
人
ぐ

ら
い
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
の
種
類
が
少
な
い
」
と
思
わ

れ
る
で
し
ょ
う
。 

人
は
自
分
の
経
験
の
範
囲
内
の
発
想
は
理
解
で

き
ま
す
が
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
な
か
な
か
理
解
で

き
ま
せ
ん
。
今
の
子
供
た
ち
は
私
た
ち
の
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
世
界
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
小
学
生
に
学
校
生
活
の
こ
と
を
尋
ね
る

と
「
ふ
つ
う
」
と
返
っ
て
き
ま
し
た
。 

要
ら
ぬ
お
節
介
だ
っ
た
の
か
と
思
い
、「
む
か
し

は
よ
か
っ
た
ね
」
は
あ
く
ま
で
も
自
分
達
に
と
っ

て
良
か
っ
た
だ
け
だ
っ
た
の
か
チ
ョ
ッ
ト
考
え
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
黒
川
） 

ツバメ石のあった付近

ころ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策

で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

 

公
民
館
改
修
工
事
に
つ
い
て 

マ
イ
ヒ
ス
ト
リ
ー
愛
好
会
の
募
集 

公
民
館
の
利
用
で
は
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
。「
密
集
場
所
、
密
接
場
面
、
密
閉
空

間
」
の
三
密
を
避
け
る
た
め 

① 

研
修
室
で
の
人
数
制
限 

② 

マ
ス
ク
の
着
用 

③ 

家
庭
か
ら
の
検
温 

④ 

利
用
の
際
の
手
指
消
毒 

⑤ 

名
簿
へ
の
記
入 

⑥ 

終
了
後
の
消
毒
作
業
と
速
や
か
な
帰
宅 

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

「
感
染
し
な
い
、
う
つ
さ
な
い
」
を
み
ん
な
で
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。
今
後
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
感
染
予
防
対
策
の
た
め
の
「
新
し

い
生
活
様
式
」
の
実
践
で
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

同
時
に
熱
中
症
に
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
つ
い
て
は
日
田
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。 

 

公
民
館
の
改
修
工
事
が
事
前
の
準
備
も
終
わ

り
８
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
公
民
館
ご
利
用
者
の

皆
様
に
は
し
ば
ら
く
の
間
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
工
期 

令
和
２
年
７
月
３
日
よ
り 

 
 
 
 

令
和
３
年
２
月
２
６
日 

・
施
工
業
者 

 

建
築
主
体 

㈱
諌
山
工
務
所 

電
気
設
備 

㈱
大
日
電
気 

機
械
設
備 

㈱
水
明 

 

今
ま
で
の
自
分
の
歩
ん
で
き
た
思
い
出
や
歴

史
、
ま
た
子
や
孫
に
伝
え
た
い
事
な
ど
手
紙
や

文
章
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

・
講 

師
：（
未 

定
） 

・
月 

謝
：
お
茶
代
程
度 

・
準
備
物
：
筆
記
具
、
写
真
帳
等
々 

・
募
集
人
員
：
十
人
以
内 

・
対
象
者
：
大
山
地
区
の
成
人
者 

希
望
さ
れ
る
方
は
公
民
館
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。 

△
△ 

お
譲
り
し
ま
す 

▽
▽ 

 
 

 

公
民
館
の
生
け
花
教
室
で
使
わ
れ
て
い
た
花

器
を
お
譲
り
し
ま
す
。
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
先
着
順
と
し
ま
す
。
公
民
館
へ
連
絡
く
だ
さ

い
。 連

絡
先 

大
山
公
民
館
☎
五
二
―
三
二
五
五 

 

改修される公民館（旧林業センター） 

休
館
の
お
し
ら
せ 

八
月
十
三
日
（
木
）
十
四
日
（
金
）
は 

大
山
公
民
館
を
休
館
い
た
し
ま
す
。 

 


